
ポンプとドレナージカテーテル
を繋ぐ吸引口です。 カテーテル
に付属されている専用のコネ
クタでロック可能です。

Yアダプタ

排液量の測定を行う時は排出
口キャップを外し、 ポンプを
垂直にして完全に広がった
状態で行います。

容量目盛

作動前にここに親指を当てて
強く押すと、 中のバネが圧縮
されてロックが掛かります。

ロック時の親指位置

逆止弁が付いており、 貯留物
が逆流するのを防ぎます。

逆止弁

ポンプを圧縮した後に閉める
キャップです。 計量・排出の
前に外します。

排出口キャップ

貯留物を計量・排出を行う時
に開放します。

排出口

作動前のロックを確実にする
ためにフラップを奥側に折り
曲げます。
吸引を開始する時はフラップ
を手前に折り曲げてロックを
解除します。

フラップ

1.  排液の計量／排出

1.  排出口を上にし、 フラップ型ポンプ
を垂直にした状態で排出口キャップ
を開けます。 逆流防止弁が付いて
いるので、ドレナージカテーテルの
クランプは不要です。

2. ポンプを垂直にした状態で、 
側面の容量目盛で計量します。

3. フラップ型ポンプを傾け、 排出口
から排出します。

フラップ™型ポンプ
病棟でのご使用方法
150mL／ 300mL／ 450mL ※ MRIに使用しないで下さい。 金属バネを使用しています。

Argyle™ Fukuroi Multi-Channel™ Drainage Set

フラップ™型ポンプの構造
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2.  吸引再作動の準備をします

3.  吸引を再開します（再作動）

4.  ポシェットに収納します

4. 静かにポンプを圧縮し、 ポンプ内部の空気を排出、 カチッと音がするまで
圧縮します。

5. 排出口キャップを閉じます。

カチッと
音がします
（ロック）

フラップを奥に少し
折り曲げてロックを
確実にします

カチッと
音がします
（ロック解除）

6. ポンプ底部のフラップを音がするまで
静かに手前側に折り曲げ、 吸引を開始
します。

※ 各接続部の接続状態やポンプの吸引状態
は適宜観察して下さい。

※ 直後にポンプ全体が膨らむとエアリーク
のサインです。

※ スプリングによる陰圧で排液します。

※ 金属バネを使用していますので、 MRI等
では使用しないでください。

7. 携帯用のポシェットを付属して
ありますので、 離床の際はポ
シェットをお使いください。

フラップ型 150mL
フラップ型 300mL
フラップ型 450mL

（社内試験による）

吸引圧と集液量
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